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論 文 内 容 の 要 旨
1.運 動反応遂行の準備過程(準 備的構え)を 調整する機能の発達段階を明らかにするとと
もに、脳波 ・誘発電位を指標 として、上記発達段階に対応する脳機能の発達段階を明らか
にした。さらに、同じ指標を用いて、精神遅滞児の準備的構えの調整障害の生理的機序を
検討 し、それが前頭前野を中心とした脳機能の未発達にあることを示した。
2.論 文の構成は次の通 りである。
第1部 序 論
第1章 研究の目的
第2章 精神遅滞児の注意に関する心理学的研究
第1節 精神遅滞児の注意に関する従来の心理学的研究
第2節 精神遅滞児の準備的構えに関する心理学的研究
第3章 精神遅滞児の準備的構えに関する生理心理学的研究
第1節 準備的構えの調整の生理的機序
第2節 精神遅滞児における準備的構えの障害
第3節 準備的構えの調整の生理的指標
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第4章 精神遅滞児の脳波 ・誘発電位に関する発達的研究
第1節 精神遅滞児の脳波の発達的特徴
第2節 精神遅滞児の聴覚誘発電位の発達的特徴
第5章 研究の課題
第2部`本 論
第1章 反応時間条件による精神遅滞児の準備的構えの調整に関する研究
第1節 精神遅滞児の反応時間の特徴(実 験1)
第2節 先行教示法による用意信号の効果の発現(実 験II)
第3節 準備的構えの調整の仮説的発達段階の検討(実 験皿)
第2章 準備的構え調整の生理的指標に関する発達的研究
第1節 精神遅滞児脳波の発達的特徴(実 験IV)
第2節 精神遅滞児の聴覚誘発電位の発達的特徴(実 験V)
第3章 脳波 ・聴覚誘発電位による精神遅滞児の準備的構えの調整に関する研究
第1節 準備的構えの発達段階と脳波の発達的特徴 との関連(実 験～の
第2節 準備的構えの形成に伴う聴覚誘発電位(実 験V皿)
第3部 考 察
第1章 精神遅滞児における準備的構えの調整の発達的特徴
第2章 精神遅滞児における準備的構えの調整の障害に関する生理心理的機序
第3章 準備的構えの特徴か らみた精神遅滞児の脳機能の発達障害
第4章 本研究の結論と今後の展望
要 約
補 章 準備的構えの調整の発達段階と日常行動との関連性
3.本 論文の内容は次のように要約できる。第1部 の序論においては研究課題が基礎づけら
れている。精神遅滞児の行動上の重要な問題として注意の障害があること、・そして注意の
諸側面の うち、特に警戒性 と関連する運動発現の準備過程(準 備的構え)の 研究の重要さ
を述べる。さらに、この構えに関する従来の研究が、一定の教示により、一定の刺激が用
意信号として直ちに機能するようになることを前提と して行われており、そのために問題
'が十分解明されなかったことを指摘 し、言語教示によって 「準備的構え」の調整が可能と
なっていく発達の経過を明らかにする必要性を主張す る。
ところで、精神遅滞が脳の発達期における障害に起因することを考えると、「準備的構
え」の障害が、どのよう'な脳機能の障害あるいは未発達によるのかを研究することは、こ
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の種の注意障害の本性を解明するうえで極めて重要であるとし、脳波と聴覚誘発電位を生
理的指標 として、その生理的機序を研究することを課題とした。
第2部 は、本論として実験研究の結果が叙述されている。第1章 では、用意信号を伴 う
単純反応時間測定条件(「ザーッと鳴った ら用意 して、ピッと鳴ったらできるだけ速くボ
タンを押 しなさい」 というタイプの課題条件)に おいて、用意信号が運動の準備的構えを
調整する信号として作用するようになっていく過程を個体発生的に検討 した。
実験1に おいて、反応時間に影響を及ぼす諸要因について予備的に検討 し、精神遅滞児
の準備的構えの特徴を、反応時間により検討するうえで最適の条件を抽出した。実験H、
皿はこの条件による。実験参加者は健常児(12～16歳)及び中 ・軽度精神遅滞児(12～16
歳)各5名 である。
著者は、準備的構えの形成過程には、用意信号に関する言語教示の有効性が確立 してい
く側面と、用意信号となるべき刺激と始動信号とに対する選択反応が確立 していく側面 と
があると考え、実験 皿において3種 の条件を設定 して反応時間を比較した。(1用意信号が
な く始動信号のみの場合 ζnonWS条件)、(2}音用意信号のある場合(AWS条 件)、及び
(3洗行刺激を用意信号とする教示が与えられず、後続刺激を始動信号 とする教示のみが与
えられ、単なる選択反応が要求される場合(W'S条件)。実験参加者は健常児(4～9歳)
55名、中 ・軽度精神遅滞児(8～15歳)20名。
実験の結果、一方では、用意信号が妨害として働 く段階か ら、適切な準備態勢を作り反
応時間を短縮 させる段階へ進む過程、他方では、選択反応条件(W'S条 件)で 先行刺激
が妨害として働 く段階から、妨害 しなくなる段階へ進む過程が明らかにされた。また、用
意信号が有効に働 くためには、上記の選択反応が確立されていなければならないことが明
らかにされた。
実験皿においては、準備的構えの発達過程をさらに湖って見るために、用意信号を実験
者の 「用意!」 という言語用意信号とする場合(VWS条 件)が 新たに加えられた。実験
参加者は健常児(3～6歳)32名、中 ・軽度精神遅滞児(12～16歳)44名であった。
実験の結果を、用意信号に関する教示が有効になってい く過程と選択運動反応の確立過
程 との2面 より整理し、準備的構えの調整機能の発達経過を検討 した。つまり、用意信号
の教示の有効性については、言語用意信号 ・音用意信号がともに有効でない段階(0>、言語
用意信号のみ有効な段階(1)、さらに音用意信号も有効になる段階〔2)に分けた。選択的運動
反応の遂行状態については反応遂行が不十分で、反応時間の延長する段階(A}、と速やかに
選択反応を行 う段階(B)に分けた。
その結果、健常児と精神遅滞児は、ともにA-0、A-1、B-0、B-1、B-2のいずれかに分類
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された。健常児では、A段 階は4歳で、B段 階は5歳 で多く見られた。また、A-2段階は
1例 もな く、A-1段階に属する例は小数であったことから、A段 階からB段階への移行が
生 じてか ら0段階か ら1段階への移行が生 じるといえること、つまり、選択運動反応が確
立されてから、言語用意信号を含めて用意信号の言語教示が有効になっていくと結論 した。
精神遅滞児では、年齢が12～16歳であるにもかかわらず、4～6歳 の健常児と同様な段
階に止まっており、準備的構えの調整機能の未発達あるいは障害が指摘されている。
第2章 では、準備的構えの調整の発達過程及び精神遅滞児における障害の生理心理的機
序を明らかにするための基礎的研究として、脳波(実 験IV)と聴覚誘発電位(実 験V)を
記録 し、それらの発達的変化を検討 した。実験参加者は健常児 ・者90名、中 ・軽度精神遅
滞児 ・者50名である。
実験の結果、脳波のスペク トルにおいて、最大のパワーを示す優勢周波数成分とそれ以
外の準優勢周波数成分に着目するとスペク トルを構成す る周波数成分の消長に発達的変化
のあることが認められた。すなわち、低い周波数の優勢成分は、年齢増加 とともに準優勢
成分 となり、っいには消失 し、その一方で、より高い周波数が優勢成分となってい く過程
が、健常児において も、精神遅滞児 ・者において も観察 された。この周波数成分の移行は
脳の部位により異なり、後頭部と比べ前頭部や中心部では、 シータ波成分のような低い周
波数成分が比較的遅い時期まで認められることが明 らかになった。結局、精神遅滞児脳波
の発達的特徴を抽出するうえで、各脳部位における周波数の優勢成分と準優勢成分の出現
様相を検討する方法が有効であることを見出した。
聴覚誘発電位については、(1)経年変化、(2)聴覚誘発電位 と安静時脳波周波数成分との関
連、の2つ の側面から検討 した。その結果、成人の潜時約100msecの陰性成分に相当する
成分として、児童では、潜時80～150msecの速い成分と潜時150～200msecの遅い成分の
2種類を見出した。 これ らの成分の出現部位に着目し、健常児と精神遅滞児の聴覚誘発電
位を4群 に分類 している。 この4群 の年齢構成及び安静時脳波の発達的特徴により、聴覚
誘発電位各群の発達的順序を明 らかにした。
第3章 においては、精神遅滞児の準備的構えの未発達の生理心理的機序が検討された。
はじめに、彼等の準備的構えの未発達が、脳機能の未発達によるよるものかどうかを、脳
波の発達的変化を指標として検討 した(実験VI)。実験参加者は、中 ・軽度精神遅滞児 ・
者(10～28歳)20名であった。参加者は実験皿と同様の課題に取り組むとともに、ほぼ同
じ時期に脳波の記録にも参加 した。
種々の教示によっても始動信号に対する運動反応が不可能な者(単 純反応課題のできな
い者)の 脳波では、優勢成翁はシータ波帯域内に見 られた。次のA-0段階、つまり2種の
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信号の選択が不十分で、用意信号の教示の有効でない段階の者では、後頭部に優勢なアル
ファ波成分が出現す るとともに、シータ波成分が前頭部から中心部にかけて準優勢成分と
して認め ら』れた。準備的構えの調整の発達 した段階(B-1、B-2)の者では、優勢なアル
ファ波成分が頭皮上全部位で出現 していた。
小児脳波のスペク トル分析的研究によれば、2、3歳 頃では頭皮上全部位ともシータ波
帯域内に優勢成分が見 られ、4歳 前後では、なお、優勢なアルファ波成分は後頭部にしか
認め られず、前頭部には認め られない。また細胞構築学的研究によれば、他の皮質領域よ
りも遅 く、4歳 後半に前頭前野が一応の成熟に達することが指摘 されている。一方、神経
心理学の分野において、前頭前野損傷患者では、教示に従 って比較的単純な随意運動を遂
行することが困難となることが知 られている。
これ らのことから、単純反応課題(最 も単純な随意運動モデル)の できない者では前頭
前野を中心とした脳機能の発達の著 しい遅滞が生 じている考えられる。また用意信号が有
効に作用 しない準備的構えの調整の未発達な者では、前頭前野を中心 とした脳機能の発達
は一定の段階に達 しつつも、準備的構えの調整の可能な者に比べて、遅滞 していることが
うかがわれる。 ・
実験V皿では、準備的構えの調整の未発達な例で見 られる、用意信号によってかえって反
応時間の増大する事例(A-0段階)の 生理心理的機序について、反応課題遂行中記録 され
ている聴覚誘発電位によって検討された。健常者(18～24歳、6名;』12～15歳、5名)と
精神遅滞児(12～15歳)5名が実験に参加 した。
実験の結果、準備的構えの調整の発達 した健常児では、始動信号に対 して運動反応をし
た場合に、潜時約300msec'の陽性成分(誘 発電位の)が 出現 し、頭頂部で最大の振幅を示
した。準備的構えの調整がA-0段階にある未発達な精神遅滞児の例でも、潜時約300msec
の陽性成分が認められたが、その振幅は前頭部か ら中心部にかけて最大であり、健常児と
は異なった振幅分布を示 した。
一般に、信号化が十分でなく、新奇性が高い刺激に対する聴覚誘発電位には、前頭部か
ら中心部にかけて潜時約300msecの陽性成分が出現すること、そしてこれは定位反射成分
であることが知られている。この ことか ら、準備的構えの調整の未発達な精神遅滞児では、
始動信号に対 し定位反射が生 じ、運動反応の発現に抑制的影響を及ぼ し、反応時間の増大
や誤反応を出現させたと考え られている。
第3部 では本研究の全体的考察を行い、次のような結論を下 している。注意機能のうち
運動発現の準備過程(準 備的構え)に ついて研究を行った結果、準 備的構えの調整機能は、
言語機能の発達に伴って形成されていく高次の行動調整機能 と深い関連をもつことが明 ら
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かになった、としている。そして、精神遅滞児は、準備的構えの調整の個体発生的発達過
程の種々の段階に位置しており、精神遅滞児の注意の障害は、言語機能の発達遅滞と密接
に関連 していると結論づけている。
また脳波 と誘発電位を指標 とした研究から、精神遅滞児における準備的構えの調整の障
害は、始動信号に対する運動反応の遂行にとって最適の状態に、覚醒水準を調整すること
の困難によると結論づけている。そ して前頭前野に損傷がある場合、信号刺激 と非信号刺
激に対する覚醒水準の選択的調整に障害の生ずることが知 られていることから、精神遅滞
児の準備的構えの調整障害を含む注意障害の生理心理的機序として、前頭前野を中心 とし
た脳機能の発達遅滞として捉えることが適切であると結論 している。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
脳波 と高次心理機能 との関係については多 くの研究が行われてきた。その中で発達学の分
野では、脳波 と知能検査成績 との相関を求める研究が主流をなしてきた。 しかし脳波の各指
標の生理学的意味が必ず しも明瞭でなく、他方また知能検査成績の心理学的意味 も必ず しも
明瞭でない段階では、両者の相関を求めてもその意味することは明 らかでなく、それ以上の
分析は行われてこなかった。
本研究は、まず第一に準備的構えの発達を精細に分析 し、それが言語の行動調整機能の発
達の一側面として捉えうること、つまり、その活動の心理学的意味をまず明確にしたこと、
その上で脳波および聴覚誘発電位を利用 して、この心理機能の脳生理学的基礎を追求 したと
ころに本研究の最大の特徴がある。このようにして準備的構えの調整が前頭前野の機能の発
達に基礎づけられていることを、本研究は或る程度直接的に明 らかにしえたのである。 この
ような方法論によって脳波や誘発電位の諸指標の心理学的意味も明らかになっていくものと
考え られる。
また、準備的構えの発達の研究にさいしては、実験者側か らの段階をふんだ働きかけの結
果としてその発達を分析 しており、注意の教育の基礎を検討 したといえるであろう。 しか も、
その活動時の脳生理学的基礎を追求 していることによって、教育と脳の生理学的機能発達と
の関連を検討する緒口を開いたと考えることができる。
脳波分析について一言すれば、小区間フーリエ変換法の工夫により、体動が多い等の原因
で周波数分析の困難であった障害の重い子 ども達の ピーク周波数を明らかにすることができ
た。
聴覚誘発電位については、従来個人差が大 きく、発達差を検出することが困難であったが、
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安静時脳波を背景データとして利用することにより、見事にこれを処理 し、聴覚誘発電位の
発達的変化を抽出 しえたことは独創的である。
よって教育学博士の学位を授与することを適当と認める。
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